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(57)【要約】
【課題】通気性バックシート材料層を含む吸収物品であって、前記層の少なくとも一部が
、下記の条件または変数のいずれか、即ち液体接触、あるイオンの存在、温度、および／
又はｐＨのいずれかに応答して自由体積の不連続変化を示すポリマー材料を含む、吸収物
品。
【解決手段】そのようなポリマー材料の一例は、等方相とネマチック相との間で相転移す
ることができる側鎖液晶ポリマーである。自由体積の不連続変化は、通気性材料層の透過
性の急激な変化を含むことになる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸収構造と、前記吸収構造の下に在る通気性バックシート材料とを有する、おむつ、生理
用ナプキン、失禁ガード、吸収パンツ、パンティライナーなどの身体からの滲出液を吸収
するための吸収物品であって、前記通気性バックシート材料の少なくとも一部が、水溶液
中で下限臨界溶液温度（ＬＣＳＴ）を有するポリマーまたはゲルであるポリマー材料を含
むことを特徴とする吸収物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつ、生理用ナプキン、失禁ガード、吸収パンツ、パンティライナーなど
、身体からの滲出液を吸収するための吸収物品に関し、前記物品は、吸収構造と、前記吸
収構造の下に在る通気性バックシート材料とを有するものである。
【背景技術】
【０００２】
通気性材料は、水蒸気透過性を提供し、且つ好ましくは液体の障壁となる材料である。そ
のような材料は、おむつ、生理用ナプキン、失禁ガード、吸収パンツ、パンティライナー
などの吸収物品のバックシート材料として、しばしば使用される。通気性液体障壁材料の
例は、ミクロポーラスフィルム、アパーチャ付きで形成されたフィルム、および通常はい
わゆるメルトブローン繊維である微細な繊維の障壁層を含む繊維性不織材料である。その
ような不織材料は、内部メルトブローン障壁層および外部スパンボンデッド層を含むいわ
ゆるＳＭＳ（スパンボンデッド・メルトブローン・スパンボンデッド）積層体の形をとっ
てもよい。通気性液体障壁材料は、フィルムと繊維性不織布との間の積層体の形をとって
もよい。通気性バックシート材料を組み込むことによって、物品から湿った空気を移動さ
せることが可能になり、それによって快適さが増し、皮膚刺激の危険性が低下する。
【０００３】
吸収物品の通気性バックシート材料に関連する主な欠点とは、通気性バックシートを通し
た液体による濡れの形での、漏れに対する保護レベルへの悪影響が及び、着用者の下着を
汚すことである。これらの材料が、それを通した気体の通過のみ許容することを意図する
場合であっても、いくらかの液体は拡散および毛管作用などの物理的メカニズムによって
、材料内を通過する可能性がある。そのような、通気性バックシート材料を通した液体の
漏れは、この物品が、分泌された体液を多量に吸収した場合、および身体運動中に使用さ
れた場合に、より頻繁になる可能性がある。液体がバックシート材料を通り抜けて実際に
浸透しない場合であっても、その高い通気性によってバックシート材料の外側に凝縮し、
そのために濡れた感覚が生じる。
【０００４】
この問題は、従来技術において認識されており、通気性バックシート材料を通した液体の
漏れの問題を低減させるために、種々の解決策が提示されてきた。したがって、少なくと
も２層の通気性材料層を含む通気性バックシートを使用することが、特許文献１～３に提
案されている。
【０００５】
特許文献４は別の解決策を提示しており、即ち、通気性バックシート材料の少なくとも１
つの領域には、不溶性の液体膨潤性材料がコーティングされている。液体分泌物と接触す
ると、その材料は膨潤し、それ故にアパーチャを閉鎖することになり、それによって空気
の透過性を低下させ、液体が層を通過するのを防止する。
【０００６】
特許文献５は、繊維のある割合が液体膨潤性ポリマーから作製されている、繊維性不織ウ
ェブを開示する。液体の存在下で、これらの繊維は膨潤して、ウェブ内を液体が通過する
のを実質的に遮断することになる。ウェブは、通気性バックシート材料として使用してよ
い。



(3) JP 2013-116348 A 2013.6.13

10

20

30

40

50

【０００７】
特許文献６は、その孔内に、液体と接触すると膨潤する複数の微細な水膨潤性充填剤粒子
を含む、ミクロポーラスフィルムを開示する。
【０００８】
特許文献７は、液体膨潤性材料、例えばポリビニルアルコールでコーティングされたアパ
ーチャ付きフィルムまたは繊維層の形をとる、通気性バックシート材料を開示する。
【０００９】
しかし液体膨潤は、拡散に基づくやや遅いプロセスであり、これは膨潤が生じる前に、材
料層を通して漏れが生じ得ることを意味する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許第４３４１２１６号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第０７１０４７１号明細書
【特許文献３】欧州特許出願公開第０７１０４７２号明細書
【特許文献４】国際公開第９９／００４７３９号パンフレット
【特許文献５】米国特許第５４４７７８８号明細書
【特許文献６】米国特許第５９５５１８７号明細書
【特許文献７】米国特許第６４３６５０８号明細書
【特許文献８】欧州特許第２９３４８２号明細書
【特許文献９】米国特許第３９２９１３５号明細書
【特許文献１０】米国特許第４６３７８１９号明細書
【特許文献１１】米国特許第４５９１５２３号明細書
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】Ａｌｌａｎ Ｓ． Ｈｏｆｆｍａｎ； Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ｄｒｕｇ 
Ｄｅｌｉｖｅｒｙ、第２４章:「Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ」Ｐｏｌｙｍｅｒｓ、１９９７
、Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ
【非特許文献２】Ｈ－Ｊ． Ｓｃｈｎｅｉｄｅｒ、Ｌ． Ｔｉａｎｊｕｎ、およびＮ． Ｌ
ｏｍａｄｚｅ： Ｅｕｒ． Ｊ． Ｏｒｇ． Ｃｈｅｍ． ２００６、ｐ．６７７～６９２：
「Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ Ｃｈａｎｇｅｓ ｉｎ ａ Ｃｈｅｍｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌ Ｐｏ
ｌｙｍｅｒ Ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ Ｅｔｈｙｌｅｎｅｄｉａｍｉｎｅ ａｎｄ Ａｌｋｙｌ
 Ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ ａｓ Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ Ｕｎｉｔｓ」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、通気性バックシート材料層を通した液体の漏れの危険性を低下させるという
問題の、代替の解決策を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　これは本発明によれば、前記通気性バックシートの少なくとも一部が、下記の条件また
は変数に応じて、即ち液体接触、あるイオンの存在、温度、および／またはｐＨに応じて
自由体積の不連続変化を示すポリマー材料を含む、という事実により提供された。
【００１４】
本発明の利点は、自由体積のこの不連続変化が、連続的なプロセスである液体膨潤よりも
、かなり素早い迅速なプロセスであることである。さらに、この層は、自由体積の不連続
変化の後も、少なくともある程度の水蒸気透過性を維持することができる。
【００１５】
材料層は、アパーチャ付きフィルム、ミクロポーラスフィルム、マクロポーラスフィルム
、ナノポーラスフィルム、モノリシックフィルム、繊維性不織布、およびこれらの積層体
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から選択される。
【００１６】
一実施形態によれば、自由体積の不連続変化を示すポリマー材料は、前記材料層の少なく
とも１つの面または領域へのコーティングの形で付着される。
【００１７】
本発明の一態様では、材料層のアパーチャ／細孔の隣りおよび／または内部の領域が、自
由体積の不連続変化を示すポリマー材料でコーティングされる。
【００１８】
一実施形態によれば、非膨潤性のトポロジー変化するポリマー材料は、選択された温度で
等方相とネマチック相との間の相転移することができる、側鎖液晶ポリマーである。
【００１９】
他の実施形態によれば、バックシート材料の少なくとも一部は、側鎖液晶ポリマー材料を
含むナノポーラスまたはモノリシックフィルムである。
【００２０】
さらのほかの実施形態によれば、前記通気性バックシート材料は、体液で濡れることによ
って引き起こされた自由体積の不連続変化の後に、より低い程度の通気性を有する。この
低下は、２３℃でのＡＳＴＭ Ｄ ６７０１－０１に従えば、２４時間で、水蒸気透過速度
（ＷＶＴＲ）（単位：ｇ／ｍ２）が少なくとも１０％低下すべきである。好ましくはこの
低下は、少なくとも３０％であり、より好ましくは少なくとも７０％である。
【００２１】
本発明の一態様では、自由体積の不連続変化は、尿や月経液などの体液との接触によって
引き起こされた温度の変化によって誘発される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】温度又はｐＨが変化したときの、ポリマー材料内の自由体積の変化を概略的に示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
定義
通気性
「通気性」という用語は、空気透過性および水蒸気透過性の材料を指す。好ましくはこの
材料は、液体を浸透させ難く、または液体障壁特性を有する。
【００２４】
膨潤
「膨潤」という用語は、液体の吸収によって引き起こされた、材料の体積の増加を指す。
膨潤は、通常はｘｙｚ方向に等方的に生じる連続プロセスである。
【００２５】
自由体積
材料の自由体積という用語は、差ｖ－ｖ０を指し、即ち、材料の全体積と、原子および分
子によって占有された実際の体積ｖ０との間の差を指す。
【００２６】
ポリマー材料の自由体積は、陽電子消滅寿命分光法（ＰＡＬＳ）を使用することによって
、測定することができる。薄膜によるＰＡＬＳを使用することによって、高真空システム
内で発生した数ｋｅＶのよう電子の静電気的集束ビームが材料に注入される。陽電子は、
材料内での衝突を通して、初期ビームエネルギー（数ｋｅＶ）から数ｅＶに低下する。衝
突により低下したエネルギーは、空隙サイズと相関させることができ、この技法の基礎を
形成することができる。
【００２７】
自由体積の不連続変化
言及される自由体積の変化は、下記の条件または変数のいずれか、即ち液体接触、あるイ
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オンの存在、温度、および／またはｐＨのいずれかによって誘発された急激な変化である
。この自由体積の変化は、液体の吸収によって引き起こされた膨潤に依存しない。少なく
ともある場合には、自由体積の変化は、ｘｙ方向において実質的に異方的に生ずる。
【００２８】
好ましい実施形態の説明
本発明による通気性材料は、アパーチャ付きフィルム、ミクロポーラスフィルム、マクロ
ポーラスフィルム、ナノポーラスフィルム、モノリシックフィルム、繊維性不織布、およ
びこれらの積層体でよい。アパーチャまたは細孔は、その寸法が様々でよいが、典型的に
は、ミクロポーラスフィルムおよびマクロポーラスフィルムのアパーチャは、その平均直
径が５μｍから６００μｍのものである。例えば、本発明による通気性層として使用され
る２次元平面ミクロポーラスフィルムは、５μｍから２００μｍの直径を有するアパーチ
ャを有してよく、適切な２次元マクロポーラスフィルムは、９０μｍから６００μｍの平
均直径を有する。アパーチャは、好ましくは層の全面に均等に分布されるが、層の、ある
領域にのみ分布されてもよい。適切なミクロポーラスフィルムおよびマクロポーラスフィ
ルムは、例えば特許文献８に開示されているように、当技術分野における任意の知られて
いる方法によって、作製することができる。
【００２９】
アパーチャ付きで形成されたフィルムは、層の水平面を超えて拡がる離散した開口、した
がって隆起を形成する開口であって、特許文献９に記載されているような漏斗タイプのも
のでよい、離散した開口を有するフィルムを含む。適切な肉眼的に拡張したフィルムのそ
の他の例は、特許文献１０および特許文献１１に記載されている。
【００３０】
ナノポーラスフィルムは、平均直径が１μｍよりも小さい細孔を有するフィルムである。
ナノポーラスフィルムは、ミクロメカニカル変形によって作製することができ、これは例
えば、ポリマーに埋め込まれた無機粒子の形をとる充填ポリマーを延伸することによる、
ミクロポーラスフィルムおよびマクロポーラスフィルムに関するものと同様の技法である
。無機粒子の代わりに、非混和性ポリマーをポリマーマトリックスに導入してよい。
【００３１】
モノリシックフィルムは、細孔が存在しない全体的に均一な構成を提供する。モノリシッ
ク通気性フィルムは、ポリマー鎖間の自由体積により、フィルムを通してある気体および
液体蒸気を移動させることが可能である。高速の透湿は、フィルムの片面の蒸気の比較的
高い濃度および圧力によって、促進される。
【００３２】
従来のモノリシックフィルムは、より薄いフィルムでより高いＷＶＴＲ値が得られるよう
、水蒸気透過速度（ＷＶＴＲ）性能を修正するために、フィルムの厚さを変化させる必要
がある。
【００３３】
液体障壁特性を有する不織材料の例は、平均直径が一般に１０ミクロンよりも小さい繊度
を有するメルトブローン繊維から作製されたウェブと、メルトブローンウェブおよびその
他のウェブ、例えばスパンボンドウェブの積層体である。
【００３４】
適切な通気性材料は、アパーチャ付きの、ミクロポーラスフィルム、マクロポーラスフィ
ルム、ナノポーラスフィルム、またはモノリシックフィルムと、不織ウェブとの積層体の
形をとってもよい。
【００３５】
通気性材料は、２３℃でＡＳＴＭ Ｄ ６７０１－０１により測定したときに、２４時間で
少なくとも５００ｇ／ｍ２の水蒸気透過率を有するべきである。
【００３６】
本発明によれば、通気性材料は、下記の条件のいずれか、即ち液体接触、および／または
あるイオンの存在、および/または温度および／またはｐＨのある閾値を通過したときの
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いずれかに応答して、自由体積の急激な不連続変化を示すポリマー材料を含む。自由体積
のこの不連続変化は、液体が構造内に吸収されて材料の体積の連続変化を引き起こす膨潤
プロセスとは、異なっている。
【００３７】
本明細書で使用される液体という用語は、尿、月経液、および便などを含む体液など、水
を少なくとも７５重量％含有する任意の流体を指す。
【００３８】
本発明の一実施形態によれば、ポリマー材料は、自由体積の不連続変化と液体の吸収によ
って引き起こされた膨潤特性との両方を示すことが、可能と考えられる。
【００３９】
通気性材料の全体または一部のみは、自由体積の不連続変化を示す前記ポリマー材料から
なることができる。
【００４０】
自由体積の不連続変化を示すポリマー材料は、通気性材料の少なくともある領域へのコー
ティングとして、さらに付着させてもよい。例えば、材料の片側表面のみにまたは通気性
材料のアパーチャの周囲および／または内部の領域のみに、付着させてもよい。
【００４１】
通気性材料が繊維性不織ウェブである場合、繊維の全てまたはある割合は、自由体積の不
連続変化を示すポリマー材料のものでよい。或いは、前記ポリマー材料は、個々の繊維の
コーティングとして、または不織ウェブの全体またはある領域のコーティングとして、付
着させてもよい。
【００４２】
ポリマー材料の自由体積は、ポリマー分子によって占有されておらず且つ上述の陽電子消
滅寿命分光法（ＰＡＬＳ）によって測定される、ポリマー材料の体積と定義される。自由
体積の不連続変化は、非常に迅速で急激なプロセスであり、例えば、数秒間または数分間
で生じる連続プロセスである液体の吸収によって引き起こされる膨潤よりも、さらに迅速
に生ずる。適切なポリマーの例は、下記のポリマー群に見出すことができる。
【００４３】
側鎖液晶ポリマー
本発明の目的に適切な側鎖液晶ポリマーは、ポリマーの透過特性を変化させる温度誘発性
の相転移を行うことができるポリマーである。相転移は、選択された温度で、等方相とネ
マチック相との間で生じる。そのネマチック相では、側鎖は共通軸と並行になる傾向があ
り、一方、その等方相では、側鎖は全ての方向で無作為に配向するが、これは、より多く
の空間を必要とする構成を意味する。これは、ポリマー分子によって占有されていない自
由体積が、ネマチック相よりも等方相で大きいことを意味し、したがってポリマーの透過
性特性は、材料が相を変化させる場合に変化することになる。
【００４４】
側鎖液晶ポリマーの例は、（ｉ）ｎ－アルキル基が少なくとも１２個の炭素を含有する、
少なくとも１種のｎ－アルキルアクリレートまたはメタクリレートと、（ｉｉ）アクリル
酸、メタクリル酸、およびメタクリル酸エステルまたはアクリル酸エステルから選択され
た１種または複数のコモノマーとから得られる。具体的な例は、長（Ｃ２Ｈ４－Ｃ８Ｆ１
７）パーフルオロ側鎖を保持するアクリレートモノマー５０モル％と、長アルキル鎖、例
えばＣ１７Ｈ３５を保持するメタクリレートモノマー５０モル％との、ブチルアセテート
でのラジカル共重合によって得られるコポリマーである。そのようなポリマーは、３５℃
程度の温度、したがって体温付近で、ネマチック相から等方相への相転移を行うことがで
きる。この相転移は、温度閾値を過ぎたときに素早く生じる。相転移は、通常は可逆的で
ある。
【００４５】
使用することができる温度応答性側鎖液晶ポリマーのその他の例は、Ｉｎｔｅｌｉｍｅｒ
（登録商標）という商標でＬａｎｄｅｃ Ｃｏｒｐ．から入手可能である。
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【００４６】
温度の切替えは、例えば、体液との接触によって引き起こされる温度変化によって、誘発
することができる。この変化は、液体そのものの温度によって引き起こすことができ、ま
たは蒸発作用によって引き起こすことができる。液体が蒸発する場合、冷却効果が得られ
、したがって、ポリマーが蒸発する液体に接触している領域の温度は、低下することにな
る。その相転移温度に到達すると、ポリマーは、自由体積の急な不連続変化を受けること
になり、ポリマー鎖間の自由体積がより小さいネマチック（結晶）相に切り替わる。その
ような場合、相転移は、液体接触によって引き起こされる温度変化によって得られる。
【００４７】
水溶液中で下限臨界溶液温度（ＬＣＳＴ）を有するポリマーまたはゲル
下限臨界溶液温度（ＬＣＳＴ）の定義は、それよりも低いと線状ポリマーが溶媒と混和す
るポリマーの臨界温度であり、それよりも高いとポリマーが非混和性になる、即ちポリマ
ーが沈殿するポリマーの臨界温度である。
【００４８】
例えばポリ（Ｎ－イソプロピルアクリルアミド）（ポリＮＩＰＡ）の温度は、その化学的
性質に影響を及ぼす。ポリＮＩＰＡは、２個の官能基、イソプロピル基およびアミド基を
有する。ＬＣＳＴよりも低いと、アミド基と水との間の水素結合によって、ポリＮＩＰＡ
は水に溶解し、親水性になる。ＬＣＳＴよりも高いと、イソプロピル基に疎水的な相互作
用が生じ、ポリマーを疎水性にして、それ自体を崩壊させる。この形成においてポリマー
を保持するには、臨界温度が維持されなければならない。より低い温度に戻ることにより
、臨界温度に再度到達するまで溶液中でポリマーと溶媒とが混合される。
【００４９】
化学的に架橋したゲルのこの現象は、ゲルが完全に水和し膨潤している状態にある、ＬＣ
ＳＴよりも低いときに明らかにされる。ＬＣＳＴよりも高いと、ゲルは沈殿し収縮する。
この状態を図１に示す。ＬＣＳＴの通過は不連続であり、ゲルの自由体積に著しい影響を
与える。
【００５０】
化学的に架橋したポリＮＩＰＡは、一例である。約３４℃のＬＣＳＴを有するポリＮＩＰ
Ａゲルは、下記の方法で合成することができる。
【００５１】
Ｅｒｌｅｎｍａｙｅｒフラスコ（２５０ｍｌ）を使用して、蒸留水に溶かした１０～２５
重量％のｎ－ＮＩＰＡ溶液を調製する。１～５モル％ＭＢＡの形をとる架橋剤を、溶解し
たＮＩＰＡ溶液に添加する。この溶液を５０ｍｌのガラスバイアルに移し、窒素ガスを溶
液中に１分間バブリングする。開始剤Ｋ２Ｓ２Ｏ８を溶液に添加し、窒素ガスを１分間に
わたりバブリングする。ガラスバイアルを閉じ、３０℃で１２時間振盪させる。ゲルを、
一晩の間、蒸留水に入れ、アセトンで抽出する。ポリマーを、室温でまたは３０℃の真空
中で乾燥させる。
【００５２】
温度およびｐＨ感受性ポリマー
温度およびｐＨ感受性の両方の基を含有するあるコポリマーは、ｐＨがｐＨ感受性成分の
ｐＫよりも高く上昇したときに、温度感受性成分のＬＣＳＴ現象が多かれ少なかれ排除さ
れるように、調整することができる。ごく少量の、例えば１０モル％のｐＨ感受性モノマ
ーは、ｐＨがｐＨ感受性成分のｐＫよりも高く上昇した場合、大部分を占める温度感受性
成分のＬＣＳＴ現象を排除するのに十分なものになり得ることが、示されている（非特許
文献１）。そのようなポリマーの例は、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド（ＮＩＰＡＡｍ
）及びアクリル酸（ＡＡｃ）のランダムコポリマーであり、但しこのＮＩＰＡＡｍは温度
感受性成分であり、ＡＡｃはｐＨ感受性成分である。好ましい例は、８０～９８重量％、
好ましくは８５～９５重量％のＮＩＰＡＡｍと、２～２０重量％、好ましくは５～１５重
量％のＡＡｃとのランダムコポリマーである。そのようなコポリマーは、ｐＨ ４．０で
体温よりわずかに低いＬＳＣＴを有し、ｐＨ ７．４で６０℃を超える著しく高い温度の
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ＬＣＳＴを有する。ポリマーのＬＣＳＴは、ポリマー中のｐＨ感受性成分の量を調節する
ことによって、設定することができる。そのようなポリマーは、酸条件で、例えば酸超吸
収材料などの酸成分を含有する吸収物品で、使用するのに適していると考えられる。
【００５３】
イオン感受性ポリマー
あるイオンと接触すると寸法が変化するポリマーが、知られている。一例は、化学機械的
ポリマーを生成するドデシルアミンおよびドデシルトリアミンで処理されたポリメチルメ
タクリレートであり、これは水溶液中であるイオンと接触すると、大きな巨視的運動をす
る。イオンは、尿中に存在するＮａ＋又はＣｌ－イオンでよい。そのようなポリマーは、
非特許文献２に記載されている。このポリマーもｐＨ感受性である。
【００５４】
イオンおよび／またはｐＨ感受性ポリマーのその他の例は、コラーゲンなどの、ある種の
タンパク質である。
【００５５】
通気性材料の例
本発明による通気性材料は、上述のように、多くの種々の方法で、例えばアパーチャ付き
フィルム、ミクロポーラスフィルム、マクロポーラスフィルム、ナノポーラスフィルム、
モノリシックフィルム、繊維性不織布、およびこれらの積層体で実現することができる。
吸収物品のバックシート材料として有用な通気性材料の一例は、Ｌａｎｄｅｃ. Ｃｏｒｐ
.から入手可能なＩｎｔｅｌｉｍｅｒ（登録商標）のナノポーラスフィルムまたはモノリ
シックフィルムである。フィルムは、全体的に前記ポリマーのものでよく、またはその他
のポリマーと組み合わせてもよい。
【００５６】
Ｉｎｔｅｌｉｍｅｒ（登録商標）ポリマーは、尿や血液などの体液の湿潤温度よりもわず
かに高くなるよう選択された温度で、即ち環境温度に応じて５～５０℃の温度範囲で、自
由体積の不連続変化を受ける。この温度よりも高いと、ポリマーは、ポリマー鎖間の自由
体積が、空気および水蒸気が通るのに十分大きい等方（非晶質）構造を有することになる
。吸収物品が体液で濡れており、液体がバックシート材料まで達している場合、蒸発プロ
セスは、体液が蒸発し始めたときに開始され、蒸気がバックシートを通って逃げていく。
これは冷却効果をもたらし、したがって、バックシートが蒸発する体液と接触する領域の
温度は、尿や血液などの体液の湿潤温度まで低下することになる。この温度に達すると、
ポリマーは、自由体積の急激な不連続変化を受け、ネマチック（結晶）相に切り替わるこ
とになり、この状態のポリマー鎖間の自由体積はより小さく、したがってフィルムの透過
性は低下する。これは迅速で効果的な封止作用をもたらし、バックシートを通した液体の
漏れの危険性が低下することになる。空気および蒸気に対する透過性も、当然ながら低下
することになるが、ある程度までは維持することができる。
【００５７】
吸収物品のバックシート材料として有用な通気性材料の別の例は、アパーチャ付きまたは
多孔質フィルムであり、特にミクロポーラスフィルムまたはマクロポーラスフィルムであ
り、この場合、アパーチャまたは細孔のみが、側鎖液晶ポリマー、例えばＩｎｔｅｌｉｍ
ｅｒ（登録商標）ポリマーでコーティングされており、体温よりわずかに低い温度で、即
ち２０～４０℃の温度範囲で、好ましくは２５～３５℃の温度範囲で、自由体積の不連続
変化を受けることができる。前記ポリマーがそのネマチック（結晶）状態にある場合、ア
パーチャまたは細孔の開口領域がより小さくなるが、これは空気および水蒸気に対する透
過性、したがって通気性が高いことを意味する。しかし、体温に近い温度の分泌された体
液が、フィルムおよび側鎖液晶ポリマーと接触する場合、前記ポリマーは、ポリマー鎖間
の自由体積がより大きいその等方（非晶質）構造に即座に切り替わることになり、したが
ってポリマーは、アパーチャまたは細孔の開口領域の比較的より大きい部分を満たす。こ
れは、フィルムを通した液体の漏れに対して効果的な封止をもたらすことになる。空気お
よび蒸気に対する透過性は、当然ながら低下することになるが、少なくともある程度まで
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は維持することができる。
【００５８】
本発明による通気性バックシート材料のさらにその他の例では、ポリＮＩＰＡが、例えば
薄膜として不織材料上に付着される。付着され、そのより多くの空間を必要とする状態か
ら凝固し、それによって、容易に通気可能な不織材料が得られる。体液で濡れると、ポリ
ＮＩＰＡフィルムは、そのＬＣＳＴに移行し、そのより収縮された状態に切り替わり、し
たがって、不織材料中の繊維がより近接して一緒になり、不織材料の平均孔径が減少する
。ポリＮＩＰＡは、線状ポリＮＩＰＡの形またはゲルの形で使用してよい。ポリＮＩＰＡ
の代わりに、コラーゲンなどのｐＨ及び／またはイオン感受性ポリマーを使用してもよい
。
【００５９】
吸収物品の通気性バックシート材料
本発明による通気性材料は、おむつ、生理用ナプキン、失禁ガード、吸収パンツ、パンテ
ィライナーなどの吸収物品の、通気性バックシートとして使用される。そのような物品は
、典型的には液体透過性トップシート材料、液体不透過性バックシート材料、およびそれ
らの間に閉じ込められた吸収コアを含む。吸収物品のバックシートとして通気性材料を使
用することにより、それを、気体、例えば水蒸気または空気が通過できるようになる。こ
のように、使用前およびバックシートが乾燥したままの間は、吸収物品は、水蒸気および
空気に対して透過性である。体液との接触後、自由体積の不連続変化を示すポリマー材料
は、上述の手法のいずれかによって、より嵩高くない構造と、より嵩高く、より大きい自
由体積を有する空間を必要とする構造との間で迅速に切り替わり、またその逆も同様であ
り、したがって、材料のアパーチャのサイズ、したがって通気性材料の透過性が低下する
傾向にある。空気、水蒸気、および／または液体に対する透過性は、低下することになる
。自由体積の変化は、体液に接触しているこれらの材料領域でのみ生じることになるので
、水蒸気透過性は、材料のほかの領域では維持されることになり、したがって材料は、自
由体積が変化した後も、少なくともある程度の水蒸気透過性を維持することになる。
【００６０】
材料が分泌された体液に触れるとすぐに、この体液で濡れた材料の部分のみのアパーチャ
はそのサイズが小さくなり、そのような液体接触によって引き起こされまたは体液との接
触によって引き起こされた温度変化に起因しまたはこれらの組合せに起因して、それを通
した液体の漏れが防止されるので、自由体積の不連続変化を示すポリマー材料を通気性バ
ックシートに組み込むことによって、材料の透過性、即ち通気性を、漏れまたは凝縮の無
い状態で従来の通気性バックシート材料よりも高くすることが可能になる。このように、
より高い多孔率が、従来の通気性バックシート材料よりも本発明による材料で可能になり
、それでも液体の漏れは回避される。これは、改善された通気性と、通気性バックシート
を通した体液の漏れに対するより高い安全性とにより、着用者にとって快適さがさらに高
くなることを意味する。
【００６１】
自由体積の不連続変化は、体液中のイオンの存在および／またはｐＨの変化によって引き
起こすこともできる。
【００６２】
自由体積の不連続変化を示すポリマー材料は、通気性バックシートの選択された領域だけ
に付着させてよい。例えば、バックシートの片面にのみ、好ましくは物品の吸収コアに向
けて配置される側面に、付着させる。これにより、ポリマー材料は確実に、体液が吸収コ
ア内を通過するとすぐにこの体液と接触し、その自由体積を即座に切り替えることができ
、したがって体液で濡れるのを防止する。さらに、通気性バックシートのアパーチャの周
囲および/または内部のみに付着させてもよい。追加のバックシート層は、通気性バック
シート材料の着用者に面しまたは下着に面する面に、配置されてもよく、前記の追加の層
も、当然ながら通気性であるべきであるが、自由体積の不連続変化を示す任意のポリマー
材料を必ずしも含有する必要はない。
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【００６３】
実験室試験
多孔質材料の液体透過性に対する温度（ＥＨＥＣのＬＳＣＴよりも低いまたは高い)の影
響を調べるために、温度応答性ポリマーＥＨＥＣで処理した多孔質材料の実験室試験を行
った。
【００６４】
試験溶液：
２重量％のＥＨＥＣ（エチルヒドロキシエチルセルロース）ＤＶＴ ９６００２（ＬＣＳ
Ｔ、約３４．５℃）を、水に溶解する。
【００６５】
試験サンプル：
Ｈｏｌｌｉｎｇｓｗｏｒｔｈ ＆ Ｖｏｓｅ社製の濾紙Ｌｏｔ番号４０４２１６９、および
Ｌｉｂｅｌｔｅｘ社製の不織布－Ｔ２（ＮＷ－Ｔ２）５０ｇｓｍ。
【００６６】
処理：
サンプルを、試験溶液中に１０分間浸漬した。その後、サンプルを室温で乾燥させた。
【００６７】
使用した機器：
温度計、Ｍｉｃｒｏｔｈｅｒｍａ２、ホットプレート－Ｌａｂｏｔｅｃｈ ＥＭ３３００
Ｔ、タイマ、フィンピペット－０．５μｌ～１０μｌおよび２０μｌ～２００μｌ。
【００６８】
試験設定：
２つの異なる表面温度について、試験をした。一方の場合には、表面温度がＥＨＥＣのＬ
ＣＳＴよりも低く、他方の場合には高かった。低温の面は２３℃の温度を有し、高温の面
は約３８℃の温度を有していた。２つの異なる温度、３７℃および２３℃の０．９％Ｎａ
Ｃｌ溶液の液滴を、処理した面に置き、液滴が吸収され／蒸発する時間を測定した。５μ
ｌ～５０μｌの間の種々のサイズの液滴について試験をした。結果を表１に示す。
【００６９】
低温面の低温の液滴の吸収は、１５０秒後に生じた。高温面に置かれた高温の液滴は、ポ
リマーのＬＣＳＴよりも高い温度では、吸収が生じなかった。５μｌのサイズの液滴は、
１４５０～１５００秒後に蒸発した。自由体積が低下した場合、高温の液滴は吸収されな
いので、ＥＨＥＣのＬＣＳＴよりも高い温度で作用するときの吸収の遅延または消失は、
ポリマーの自由体積の低下に関連する。ＬＣＳＴよりも低い温度で作用する場合（低温の
液滴および面)、吸収は１５０秒後に生じた。ＬＣＳＴよりも高い温度で作用する場合（
高温の液滴および面）、液滴は吸収されないが、１４５０秒後に蒸発する。
【００７０】
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【表１】
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